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1. はじめに 
 情報機器における日本語入力には仮名漢字変

換を用いるのが一般的であるが、同音語が多い

言語的特徴のため仮名入力に対して大量の候補

が提示され、意図する候補を選び出すことに苦

労することが少なくない。予測変換や学習機能

によって入力負荷の軽減を図る試み[1]はあるが、

初めて入力する単語に対しては不向きである。 

 そこで、本研究では仮名漢字変換の候補選択

時において、本来意図した変換結果についての

補助的な情報を与えることで、変換候補の選択

を容易にする手法を提案する。補助的な情報の

付加は音声によって行い、入力したい文字列に

含まれる漢字の別の読み方や部首名などを与え

る。条件に合致する変換候補を上位に表示し、

更にフォントや色・大きさなどの表示属性を変

更することで、大量の候補の中から目的のもの

を容易に見つけ出すことを可能とする。音声を

利用することにより、補助情報の付加を仮名入

力の操作から分離することができ、円滑なキー

操作の維持や変換学習機能との親和性が期待で

きる。 

 一つの読みに対して変換候補が特に多くなる

傾向がある名前データを対象として評価実験を

行った。提案手法により、意図する候補の選択

が容易になることが確認できた。 

2. 提案手法 
 提案する手法では、既存の仮名漢字変換機能

による変換候補を得た後に、音声入力による補

助情報を利用して候補の並び替えを行う（図 1）。

入力・変換は次の 4つの段階を経て行われる。 

(1) 変換候補取得 

 キーボードによる仮名入力を行い、既存の IME

の機能により変換候補のリストを取得する。 

(2) 補助情報取得 

 意図する変換結果に関する補助情報を音声入

力によって与える。補助情報にはその漢字の部 

 

 

 

 

 
図 1 提案手法による仮名漢字変換 

 

首や別の読み、その漢字を含む別の単語例など

を使用する。 

(3) 変換候補への重み付け 

 変換候補リストの中から補助情報に合致する

ものを選び出し、重み付けを行う。補助情報で

与えられた漢字と同じ漢字が変換候補に含まれ

ているかどうかで重みを決定する。ただし、補

助情報として部首名が認識された場合は、その

部首の漢字が含まれる変換候補に対して重みを

与えることとする。 

(4) 変換候補提示方法の変更 

 重み付けの結果に従い、変換候補の並び替え

を行う。また、条件に合致したものについては

フォントのサイズ・色を変えて表示することに

より、更に見つけやすくする。(2)～(4)を繰り

返すことで、より多くの補助情報を表示に反映

させることができる。 

3. 評価実験 

 提案手法の有用性を確認するため評価実験を

行った。 

3.1. 実験環境 

IME には Microsoft Office IME 2010 を使用し、

システム辞書の内、標準辞書、人名・地名辞書、 

最新語辞書を使用した。なお、入力履歴の影響

を防ぐため、予め学習機能や予測変換機能を無

効にして実験を行った。 

 音声認識には大語彙連続音声認識エンジン

Julius[2]を使用した。音声認識エンジンが算出

した結果から、上位 5 候補を補助情報リストと

して利用した。予め言語モデルに部首名を登録

し、英語やひらがな、カタカナだけの言葉は取

り除くことで、単語認識への最適化を図った。 
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評価実験における変換対象には明治安田生命

調査による生まれ年別名前ランキング[3]を利用

した。まず、2011 年名前の読み方ベスト 50 の中

から、男女各上位 30 位までを仮名入力文字とし

て使い、IME による変換候補リストを取得した。

その中から男女それぞれについて変換候補数が

多いもの上位 5 位まで合計 10 種類の読みを実験

の対象とした。各読みの平均候補数は 98.7 であ

った。次に、意図する候補としては同年の名前

ベスト 100 に記載されている名前の内、前述の

仮名入力文字列に合致するもの全 26 種類を利用

して提案手法を適用した。 

 

3.2. 実験例 

 ここでは、特に変換候補数が多かった『ユウ

キ』を例として候補選択の手順を説明する。意

図する候補を『悠希』とした時、IME による変換

候補においては 189 候補中 98 位であった。 

(1) 補助情報 1 

まず『悠』についての補助情報を与えて重み

付けを行う。『悠長（ユウチョウ）』と発話を

行った時、Julius によって得られた認識候補及

びその重みは表 1 の通りとなった。この結果

『悠希』は全候補中 9位となった。 
 

表 1 音声認識による補助情報 

認識順位 重み 補助情報 1 補助情報 2 

1 5 郵貯 巾偏(部首) 

2 4 悠長 危険 

3 3 流暢 近辺 

4 2 入場 試験 

5 1 言う彫 起点 

 

(2) 補助情報 2 

続いて『希』についての補助情報を与えて重

み付けを行う。『巾偏（キンヘン）』と発話を

行った時、Julius によって得られた認識候補及

びその重みは表 1 の通りとなった。この結果

『悠希』は全候補中 1位になった。 

 提案手法による上位 5 候補の変化を表 2 に示

す。カッコ内の数字は、その候補に付けられた

重みの累計である。 
 

表 2 上位 5候補の変化とその重み 

候補順位 
IME による 

変換候補 

補助情報 

1 回付加 

補助情報 

2 回付加 

1 有機 悠木 (4) 悠希 (9) 

2 勇気 悠基 (4) 悠起 (5) 

3 結城 悠樹 (4) 祐希 (5) 

4 祐樹 悠城 (4) 優希 (5) 

5 有期 悠暉 (4) 友希 (5) 

3.3. 実験結果・考察 

 IME による変換候補及び、補助情報を 1 回, 2

回付加した時、意図する候補が上位に存在する

割合を図 2に示す。 
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図 2 評価実験結果 

 
意図する候補が変換候補の上位 9 位以内に含

まれている割合を見ると、IME による変換候補で

は約 38%であったものを、補助情報を 1 回付加し

た時で約 84%、2 回付加した時で約 92%まで向上

させることができた。Microsoft Office IME 

2010 では 1 度に 9 つまで変換候補を表示するこ

とを考えると、提案手法を適用することにより

ユーザが望む変換候補を概ね 1 ページ目に提示

することが可能となり、仮名漢字変換における

候補の選択を容易にすることができたと言える。 

なお、補助情報を 2 回付加しても意図する候

補を 9 位以内に提示できなかった事例が 2 つあ

ったが、どちらも IME から取得した変換候補リ

ストに意図する候補が存在しない場合であった。 

4. 今後の課題 
 補助情報を与えることで意図する候補をでき

るだけ上位に提示できるようにすることが望ま

しい。これを実現するための、より優れた重み

付けの仕方や補助情報の与え方の設計と評価が

今後の課題となる。提案手法ではキーボード入

力を正しい読み仮名のみに限定でき、既存の学

習機能や予測変換機能と親和性が高いと考えら

れるため、機能統合についても検討していきた

い。 
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